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□ドキュメント正誤表
■注意事項
□ノウハウ
□その他

対

象

M30240のUSBコントロールリードコマンド
に関する注意事項

M30240M5/6-XXXFP
M30240ECFP

M16C-72-0106

1．現象
GET_STATUSコマンド等のコントロールリード転送において、非常に稀なタイミン

グで次の条件がすべて重なった場合、最初の1バイトしかIN FIFOに書き込まれない
という現象が発生する可能性があります。

＜エラー発生条件＞
(1)エンドポイント0の転送が、コントロールリード転送。
(2)エンドポイント0の制御ユニットがINトークンに対してNAK応答している間に、
OUT_PKT_RDYビットがクリアされる。

(3)OUT_PKT_RDYビットがクリアされた直後にIN FIFOにデータが書き込まれる。

これは、エンドポイント0のOUT_PKT_RDYビットがセットされた状態で、エンド
ポイント0のUSB制御ユニットがデータステージのINトークンに対してNAK応答し
ている間に、ソフトウエアにてOUT_PKT_RDYビットをクリアし、かつ、その直後に
IN FIFOにデータを書き込んだ場合に発生します。この後、IN_PKT_RDYビットをセッ
トしてホストから新たなINトークンを受信すると、最初の1バイト以外のデータは失
われ、ホストに対して転送されません。

2．対策
この現象は、OUT_PKT_RDYビットをクリアしてからエンドポイント0のIN FIFO

にデータを書き込むまでに、最低25クロックサイクル（BCLK＝12MHz、分周なしの
場合）の遅延を持たせることで対策可能です。

この現象が発生するのは非常に稀なタイミングですが、通信の確度を向上させるた
めには上記対策を推奨いたします。
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M16C-72-0106

●現象具体例●現象具体例●現象具体例●現象具体例●現象具体例
コントロールリード転送（リードデータは2バイト）の例を下記に示します。
コントロールリード転送（エンドポイント 0）のDATAステージにおいて、

M30240が 1バイトのみデータを送信します
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（＊）OUT_PKT_RDYビットが“1”(ソフトウエア
にてSETUPパケット解析中)。�
このとき、NAK応答中にエンドポイント0の
OUT_PKT_RDYビットをクリアし、かつIN 
FIFOに2バイト書き込み。�
→エンドポイント0 IN FIFOには1バイトしか
書き込まれない。2バイト目のデータは失
われる。�

（＊）IN_PKT_RDYビットを“1”にセットした後、
INトークンを受信し、データを1バイト送信
する。�

ホスト�

コントロールリード転送�
SETUPステージ�

コントロールリード転送�
DATAステージ�

コントロールリード転送�
STATUSステージ�

コントロールリード転送�
DATAステージ�

（＊）ホストはコントロールリード転送で、2バイ
トデータを要求。��
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M16C-72-00106

●C言語　プログラミング対策例
#pragma ADDRESS EP0CSR 0311h
#pragma ADDRESS EP0 0338h

void Func(void)
{
unsigned char Delay;
・
・
・

EP0CSR = 0x40; /* OUT_PKT_RDYビットクリア
(SERVICED_OUT_PKT_RDYビットセット) */

for (Delay =0x04 ; Delay!=0 ; Delay--){ } /* 25サイクル以上ウェイト（注1） */

EP0 = 0x00; /* FIFOへデータを書き込み */
EP0 = 0x00;
EP0CSR = 0x0a; /* DATA_ENDビットと IN_PKT_RDYビットを

セットし、パケットデータ準備完了。*/
・
・
・

}
注1．コンパイルによる生成コードの結果により、“Delay”の初期値は変化します。

●アセンブラ言語　プログラミング対策例
EP0CSR .EQU 0311h
EP0 .EQU 0338h

・
・
・

MOV.B #40h, EP0CSR ;OUT_PKT_RDYビットクリア
; (SERVICED_OUT_PKT_RDYビットセット)

MOV.B #07h, R0L ;25サイクル以上ウエイト（注2）
LOOP:
DEC.B R0L
JNE LOOP

MOV.B #00h, EP0 ; FIFOへデータを書き込み
MOV.B #00h, EP0
MOV.B #0ah, EP0CSR ; DATA_ENDビットと IN_PKT_RDYビットをセットし、

; パケットデータ準備完了
・
・
・

注2．この例では、ウェイト時間計算用にデータレジスタR0Lを使用しています。
以上


